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日時 平成２９年８月１８日（金） 

    午後２時～４時 

（受付：午後１時３０分～） 

場所 アドバンスコープ ADS ホール 

主催 名張市教育委員会 

後援 名張市ＰＴＡ連合会 

 

※駐車はイベント広場へお願いします。駐車台数に限りがありますので、乗り合わせでお越しくだ
さい。各校の割り当て台数は、後日お知らせします。 

※アンケート記入のため、筆記用具をご用意ください。 
 

【演題】  

今一度、人権・同和教育の原点に立ち返って 

教職員の皆様へ 

講師 土田 光子 さん 

大阪教育大学非常勤講師 

【講師紹介】 

１９７７年より３５年間、大阪府において中学校

国語科教諭として勤務。「子どもたちが教室で見せ

る姿の背景には、一人ひとりが抱える暮らしがあ

る」という原則を大切に、生活丸ごとでつながる集

団づくりに取り組み続けてきた。 

 ２０１２年度より、大阪教育大学非常勤講師。現

在に至る。 

 著書に「私を創ったもの」（明治図書）「子どもを

見る眼」（解放出版）・「担任・教室のお悩み解消 何

でも相談１２ヶ月」（解放出版）などがある。 

 

教育現場での実践をもとに、めざす学習集団

像についてご講演いただきます。人権・同和教

育の原点に立ち返り、部落問題をはじめとする

人権課題を通して自分を見つめ、自己認識を深

める機会となっていただけることと思います。 

当日は、保護者の方や地域の方もご参加をよ

びかけています。人権・同和教育を進めていく

うえで学校と保護者・地域がさらに連携してい

くきっかけにしたいと思います。 

 

http://www.nabari-mie.ed.jp/minakuru/


２９年度の研修講座が始まりました。 

特別支援教育担当者研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この研修講座は、特別支援学級経営の３回シリーズでした。 

 １回目は５月１６日（火）に、学校教育室兼教育センター指

導主事西岡俊充より「特別支援学級経営の基礎」として「特殊

教育」から「特別支援教育」に変わっていった経緯、「自立活動」

について具体的な例を挙げながら説明しました。 

 ２回目は５月２３日（火）に、名張市特別支援教育に係る教

育相談会スーパーバイザーの新山君代先生に「自立活動に関す

る事例検討」についてお話をいただきました。 

 ３回目は６月２７日（火）に、同じく新山君代先生を講師に

お招きして、事例検討会を開きました。参加された先生方が２

グループに分かれて、子どもの普段気になっている行動を出し、

具体例を挙げて各グループで検討しました。その行動がなぜ起

こるのか、今の取組で効果のあることは何かなどを考えながら、

明日からすぐにできる具体的な支援に結びつけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度プロジェクト研究 

 本年度のプロジェクト研究は、「自分のふるさとを語れる子どもを育てる～ふるさと

学習『なばり学』重点項目の活用法を探る～」をテーマとして取り組んでいきます。

本プロジェクトを推進していただく研究員を紹介します。 

【プロジェクト研究員】     

前田 かおり（梅が丘小学校教頭） 中西 智子（梅が丘小学校教諭）     

 岡村 陽子 （比奈知小学校教諭） 青木 朋美（桔梗が丘南小学校教諭）    

 山﨑 裕一 （南中学校教諭） 

 

プログラミング教育については、平成３２年度から次期学習指導要領により実施していくこ

とになり、指導者の育成や指導方法、指導教材の開発が急務となっています。 

 そこで教育センターでは、プログラミング的思考に関する研修やプログラミング教育を実施

するための指導方法や教材の活用方法に関する研修を自主研修講座として実施します。第１回

の講座は以下のように開催します。たくさんのご参加をお待ちしております！！ 

○日時  平成２９年７月４日（火） １６：３０～１８：００         

○場所  名張市教育センター パソコンルーム 

○内容  プログラミング教育について 

       ・研修内容の検討  ・今後の計画について（年間５回程度を考えています） 

 

 

《参加者の声を紹介します》 

○成功体験を増やす、ほめること

を短い時間（５分休憩、朝の会、

帰りの会等）から始めるなど、早

速、明日から実践してみます。 

○事例検討でグループで話し合い

をして、いろいろな支援の手だて

を考えることができました。自己

コントロール力を使えるための方

法が具体的にわかりました。 


